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研究成果の概要（和文）：本研究では、権威主義体制の選挙がどのように設計され、設計された選挙がいかなる
政治経済的帰結を持つのかについて理論を構築し、国際比較の統計分析と中央アジア諸国の事例研究を通じて実
証分析をおこなった。選挙不正や選挙制度改変によって自分に有利なように選挙結果を操作すると、選挙が体制
を揺るがすことはないが、選挙が体制の正統性を高めることはない。この権威主義体制下の「選挙のジレンマ」
に焦点を当てて、選挙不正・選挙制度改変・政治的景気循環・選挙後政治紛争を統一的な説明を可能にする理
論・実証分析をおこなった。それぞれのパートの研究成果の一部は英語・日本語で公刊され、海外・国内の学会
や研究会で研究報告した。

研究成果の概要（英文）：This project explored the causes and consequences of autocratic elections. 
In so doing, I offered a theory of autocratic elections and tested the theory on a battery of 
cross-national analyses and comparative case studies of the Central Asian Republics. Autocrats are 
able to manipulate election results in favor of themselves via electoral malpractice and electoral 
system change. Those measures facilitate overwhelming election victories but they also undermine 
various informational benefits that elections may bring. Under the constraint of this "electoral 
dilemma," autocrats design elections. Designed elections then have important implications on 
economic policy and post-electoral conflicts in the form of political business cycles, popular 
protests and leadership turnover. Part of the project has been published as book chapters or journal
 articles and also presented in multiple conferences and invited workshops. 

研究分野： 政治学・比較政治学・政治経済学
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１．研究開始当初の背景 
 
1970 年代中頃よりはじまる「民主化の第

3 の波」以降、多くの国々が民主化を達

成した。他方、定期的に選挙は実施する

が選挙が民主的基準を満たさない「選挙

権威主義」あるいは「競争権威主義」と

呼ばれる権威主義体制も数多くみられる

ようになった。権威主義体制の多様化を

踏まえ、非民主制下の選挙・政党・議会

といった、実質的機能をもたないとされ

てきた政治制度が、実は統治の安定性に

貢献しているのではないか、という議論

がなされるようになった。 

 
２．研究の目的 
 
研究代表者は、非民主制(権威主義体制・

独裁制)下の選挙の理論の構築とその体

系的実証分析をおこなった。具体的には、

以下の 3 つの作業に従事した。(1) 権威

主義下の選挙理論を定式化し、政治指導

者がいつ選挙不正や選挙制度変更をつう

じて選挙結果を歪めようとするのか、そ

して不正や制度変更により設計された選

挙がいかなる政治経済的帰結を伴うのか、

理論的に明らかにした。(2) 多国間分析

と比較事例研究により実証分析をおこな

い、選挙のシグナリング効果についての

体系的エビデンスを提示した。 

 

(1) 選挙不正の決定要因  不正の少ない

選挙は体制の正統性を誇示し、体制運営

に有益な情報効果を生み出すが、独裁者

が選挙で圧勝する可能性を低める。この

ジレンマのもと、市民の支持を得られる

「強い」独裁者は、不正の少ない選挙で

も勝利できるため選挙不正の水準を引き

下げることを実証的に示した。具体的に

は豊富な石油資源を有しそれを効率的に

分配できる支配政党をもつ独裁者は選挙

不正に訴えない傾向にあることがわかっ

た。 

 

(2) 選挙制度改革の決定要因 同様の理

論枠組を応用して、選挙制度選択に小選

挙区制と比例代表制のいずれの選挙制度

を選択するのか分析をおこない、国際・

国内学会で報告し成果の一部を公刊した。

野党参加のある選挙権威主義下で、独裁

者のとる選挙制度はバラツキがある。小

選挙区制は、少ない得票でも与党に大き

な議席プレミアムを付与するため市民の

支持のない独裁者は小選挙区制を選択す

る。支持動員できる「強い」独裁者は、

野党を分断し高い投票率を叩き出し体制

の強固さをさらに誇示するため比例代表

制を選択する。支持動員能力と強く相関

し選挙制度との内生性を回避できる天然

資源を用いた統計分析と中央アジアの事

例研究では、天然資源を持つ独裁者ほど

比例代表制を採用することが分かった。 

 

(3) 政治的景気循環の決定要因 上記の

分析は、非民主制下で選挙操作が相対的

に少ない選挙ほど、経済分配をともなう

と示唆する。野党の選挙参加が許されず、

与党の形式的信任投票である翼賛選挙の

場合、選挙結果が圧倒的勝利を生み出し

ても、選挙は体制の強さを説得的に伝え

られない。逆に、 政党間に一定の競争が

存在する場合、与党が 80-90％の得票率

を得て圧倒的勝利を達成すると、体制の

力を効果的に誇示できる。ゆえに、選挙

に多元性と競争性が存在するとき、独裁

者は経済政策を操作してバラまき政策を

実施し市民の支持を集めようとする、と

予測できる。1970 年から 2006 年の 120

カ国を含む多国間統計分析は、野党参加

が認められた選挙や不正の少ない独裁選

挙でのみ、選挙年財政赤字が増えること



を示した。 

 

(4) 選挙後紛争の決定要因 「選挙のジ

レンマ」に対処し損なうと選挙は独裁者

を脅かす。まず、独裁者の財政資源が少

ないにもかかわらず、選挙不正に訴えな

かったとき、与党は圧倒的勝利を手にし

損ねる。選挙による脆弱性の露呈はクー

デタや与党エリートの離反または選挙で

の敗北をつうじ、独裁者交代をもたらす。

逆に、過度な選挙不正を用いると選挙の

情報効果はなくなる。結果として、体制

に不満を抱く人々は抗議運動を起こしや

すくなる。78 カ国 (1977-2004)をサンプ

ルとした統計分析は仮説を支持した。ま

た過度の選挙不正が抗議運動を引き起こ

した事例として、キルギスのアカエフ体

制を検討した。 
 
３．研究の方法 
 
多国間比較の統計分析と中央アジアの比
較事例研究を併用した。 
 
４．研究成果 
 
研究期間中に、英語査読付き雑誌に 3本、
日本語の雑誌論文として 2 本、英語のワ
ーキングペーパーとして、4 本を出版す
ることができた。また、計 25 件の研究報
告を英語・日本語で行った。権威主義体
制下の選挙不正の決定要因に関する研究、
選挙権威主義体制の民主化に関する論文、
選挙制度改革に関する論文、権威主義体
制下の政治的景気循環に関する論文など、
本研究課題で提示する理論枠組によって
導き出された仮説を実証的に検証し、そ
の成果を公刊することができた。 
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